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スペース・タイム・コンティニュアムフラックス

S72カバーストックのように現行基準はS72カバーストックであり、S72Rカバーストックは基本配合は同じですがオイルに対して
のトラクションの維持とバックエンドのパフォーマンスを飛躍的に向上させるために新たな触媒を追加している特徴があります。
FLUXにはRカバーとともに新たなテクノロジーが採用されており、図のようにContinuumのSphericon LD Asymmetricコア
から下部にウエイトブロックを搭載したAmplifyコアへと変容しています。このウエイトブロックを追加することで慣性が高くなります
がフレア幅は大きくなり、バックエンドが非常に攻撃的になります。
カバーストックとしてはS72という分類ですが、開発のコンセプトにもある通りオイルを多く感じるコンディションで曲がるイメージが
出ています。曲がる分類の中でも先で非常に向きが変わるイメージが強く出ていて、”攻撃的”という印象が強く残ります。
私のテスティングのイメージはS72領域ではかなりオイルに対しての強さは出ていると思います。特に先での動きが強くでる
コンセプトで作られているので、曲がりが奥ででるようにコアもその設定になっているのも実際投球するとボールの動きから感じる
とができます。私が感じたのは表面が曇っているボールの性能の中ではオイルキャッチもバックエンドリアクションもバランスが
良いと思います。このボールを投げて曲がり幅が足りなければこれよりもキャッチの強いカバーのボールにチェンジする。
このボールで走りが悪く感じてくれば光沢のあるS72、もしくはS72以下を視野にいれたアジャストが900Global内でシンプルに
行えます。
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見た目はシンプルですが、かなり実のある性能です。先での動きが明確に出るので容易に入射角が取れるのと同時に
やや曇った加工が手前のオイル量の差を軽減させ、安定したキャッチを生み出しています。
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